






























































































































l 結果 (調査対象児童数 1416人)
1 口に あ て はまるかすをかきましょう｡
(1)いくつで しょう｡



















☆ ☆ ☆ ☆☆☆
☆ ☆ ☆ ☆
8r車],
4 口に あてはまる かすを かきまし上う.
(1) 10を7つ 1を3つ あわせた かすはr_.9･





6 ぇを みて しきを かきましょう.
i ijE]
(2)ちがいは なんびきでしょう｡
7 こたえを だす しきを かきましょう｡
(1) ぱすに 5にん のっていました.
3にん のってきました｡
いま はすには なんにん のっているでしょう｡
(2) みかんが 5こ あります｡
3こ たペると のこりは なんこでし ょ う ｡
8 ぁといくつで10になるか口にかすをかきましょう.
'1)[霊竺滝壷 (2)[竺竺コ,Ej
9 けいさんの しかたを せつめい しています｡











































































































(深 井 文 雄 )
第 1学年の学力診断調査の分析
調査項 目1 10までの数の合成 ･分解
(1)井数の学力
【知識 ･理解】 〇十進位取 り記数法に基づいて小数の しくみを理解することができる｡
(2)問題
(3)児童の実態
1 口に あてはまる かずを かきま しょうD
(1)いくつでしょうC
【10までの数の分解】
① 7は,5と ⊂コ ② 10は,8と [=]
l10までの数の合成】
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
1(1) ① 1998 2...83% 75(6%),12(9%)
2006 2...92% 75(2%),12(5%)
@ 1998 2...76% 18(14%),80(2%)
2006 2...92% 18(3%),80(0.4%)
③ 1998 7...87% 43(8%)
2006 7...92% 43(2%),1(3%)


































問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
1 (1) 1998 完答 ...95%
2006 完答 ...91%

































間 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
































(2) ☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆☆ ☆
☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
3 (1) 1998 13.,.97%
2006 13...96%























4 口に あてはまる かずを かきま しょう○
【数の構成】
(1) 10を7つ 1を3つ あわせた かずは □
(2) 86は ⊂コ を8つと [=] を6つ
(3)児並の実態
問 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
4 (1) 1998 73...86% 71...3%
2006 73...88% 71...1%








達成率を期待 していたが,前回を2ポイン ト上(･]ったものの 90%
まではいかなかったO (2)に関しては,前回u)問題 と数値を変 え
て調査 しているので比較はできないが,82%の達成率は決 してよ
い結果 とはいえない｡
70とい う数は,｢10, 20,30,40,･･･, 70｣と









【知識 ･理解】 〇十進位取 り記数法に基づき数の大小 ･順序を理解することがで
きる｡
(2)問題




問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応



















問 層 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
6 (1) 1998 3+2...87% 答えのみ (式なし)...10%
無答 ......... 2%
2006 3+2 . ..96%


















O文章の具体的な数良に着 目して,た し算やひき算の式で表す こ
とができる｡
○増加や求残の場面を理解することができる｡
7 こたえを だす しきを かきま しょうo
【文章による演算決定】
(1) ぱすに 5にん のつていま したO
3にん のつてきました○
いま ばすには なんにん のつているで しょう○
(2) みかんが 5こ ありますO
(3)児並の実態
問 題 調査年度 期待す る反応 主なつまずき反応
7 (1) 1998 5+3.._.93% 答えのみ (式なし)... 4%5-2 ... 12006 5+3...98% 無答 ..... 1%
(2) 1998 5-3...93% 答えのみ (式なし)... 4%5+3 ..... 1
(4)反応から見た学力診断
(D前回との比較 文章を読んで情報 を収集 し,た し算 とひき残の演算決定をす る問
題であり,た し舞は増加の場面,ひき界は求残の場面を取 り とげたC










問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
8 (1) 1998 3...93% 7...4%
2006 3...95% 7...3%






10の合成分解と関連 して, 10の補数を見つけることは,繰 り
上がりのあるた し井や,くり下がりのあるひき算を手際よく計算す















O｢たされる数の 10の補数に着 目し,加数分解 してたす｣ とい
う.繰 り上がりのあるた し算の計算の仕方を考えることができ
る｡
○繰 り上が りのあるたし算の仕方を説明す ることができる｡
(3)児竜の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応







今回の敵答で最も多いものが.｢9に 3をた して 12｣ と最初の
文で計算の答えを出 して しまって,後を適当に書いて しま うといっ







【数学的な考え方】 0 10から9をひけば簡単であることに着 目し,減加法による繰
り下がりのあるひき井の計算の仕方を考えることができる｡
【知識 ･理解】 ○繰 り下がりのあるひき算の仕方を説明することができる｡
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応































10 けいさんを しましょう｡ 【計算技能】








間 過 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応
















①前回との比較 第 1学年の内容である (1)～ (4),(6)は,前回同様達成








【知識 ･理解】 ○ひき算の話作 りを通 して,求算の場面理解を深めることができ
る｡
(2)問題
11 3まいの えを みて 5-2の おはなしを
つくりま しょう○ 【ひき算の作間】
J, 鶴 ? 鶴
(3)児並の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき反応




















lあわせて いくつに なるかを b字で かきましょう
(1) (2)
[ 覆 醍 耶柑n 帝 中田
[三重二コ ロ垂二]
･3' 耳 ㊥㊥⑯◎ (4'回 Ooooo
LIT -=㍉二二 丁
2 口に あてはまる 故を かきましょう｡
･1, 120は[二云司を1こ E 司 を2こ
あわせた 奴です.
･2, 180は 10を [二∃ こ あつめた鼓です｡
(3) 4000と 700と 5を あわせた私は ⊂ :亘 ]です｡
･4, 4500は 100を[≡ ∃ こ あつめた- すo
3 53- 27を ひっさんでし ます｡
-のく らいの けいさんは どのようにしたの
でしょ うか o かきましょう｡
5 7 %
4 計井しましょう｡
(1) 2 7 (2) 9 6 (3) 7 2 (4) 1 2 6
十35 ｣:_且.ヱ _二La.3 3 2
94% 85% 79% 86%





6 どちらの 入社が 多いか くらべてみましょう｡
既 [聖霊:]
EIL]qt⊃
'1)望㌘で己三豊 見れば ｢~~~ のiら｣ を 見ればよいC
(2)大きい政の方に0をつけましょう｡




8 こたえを たす しきを かきましょう｡
(1) 赤の リボンは 3mです｡
*の リボンは 赤の 2はいの 長さT='そうです｡
書の リボンは なんrnでしょう.
しき 79%
(2) ケーキの は二が 3はこあります｡ 1は二に ケーキは 2こすつ
はいって います.ケーキは.ぜん.iこで なんこあるでしょう.
しき 54%
9 こたえが つぎの 軌(=なる かけ事の しきを ぜんぶ かきまLJ:ラ.
(1) 12 (2)36
2 ×6 SI 4%
6 × 2 9 4%
3 × 4 9 1%
4 × 3 7 8%
4)(9 88%







(()7の だんの きまりを みつけて かきましょう｡
(?_)7)く5の こたえを わすれて しまいました｡




じぶんの たしかめかたに ○を つけましょう｡
(1) 6 4 57% ( ) 35+29を 計井して 64になるか
-2 9_ どうかを たしかめるb
3 5 32% ( )もういちど 64-29を けいさんして
35に JJ:奇か_どうかを 1=しかめる｡
9 I ! を うかつて T=しかめ19% ( )る｡
(2)7×6-42
18% ( )7を 6かい たして たしかめる｡
58% ( ) 6×7で たしかめる｡
27% ( )7X5-35に 7をたして たしかめる
7% ( )おはじきを つかって たしかめる｡
12良筆 しきと ★の畳垂 線で つなぎま堕
76% 76% 97%
13 桧を 見て 3×4の 式になる お話を つくりましょう｡






























































































【表現 ･処坪】 0 1C)00までの敏をよんたり,表した りすることができるO




関 越 補充隼Jtf 期待する反応 主な/)よでき
I (日 1998 235. .(q8% 20035,2305
2006 235...88% 2035. .5.`3ィ .無 等 . 4%








について 1ホイン ト下が･-Jてお V),7'rTLI.巣はほf=f同 Li,(I)でIG,ノrf-











【表現 ･処理】 0 10000までの敏をよんだ り,表 したりすることができる｡
【知職 ･雌楯】 0 10000までの枚の Lくみを,十進位取 り記数法に基づいて理解す
ることができる｡
(2)問題
1 あわせて いくつになるかを数字でかきましょうO(3) (4)
ロ∃ @㊤④①o [互]①OOoO
(3)児竜の実態
問 噛 調査年度 矧待す る反応 主なつ1ずき















じように-)まずいて しまい,数を読んだ主よかき表 して しよった
と考えられるD
｢100の東 ｣｢10〝ノ凍 ｣｢1のば ら｣の数は,それぞれ異
なる記号を用いるのではなく,数字をかく位虻によって表す十逓











2 口にあては丁たる 数を かきIELょうo
(1) 120は
口 を 1こ [ コ
を2こ あわせ7-牧です｡
(3)4000と 700と 5を あわせた数
(3)児童の実態
冊 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき

















の数U)見方や 100や 10や 1を単位とした見方に高め,十進位











2 口にあてはまる 数を かきましょうO
･2) 180は 10を[コこ あ-めた数ですD
(3)児竜の業態
間 髄 調査年度 糊待する反応 主なつまずき
2 (1) 1998 18.,.79% 8..,9%









いて 17ポイン ト下がってお り.結果は期待 したよりも下回るも
のであった｡
















一一のくらいの けいさんのしかたは どlj)ように -27
(二日 LE]L量の項値
関 越 調査年度 期待する反応 主なつよすき


















- 2 4 -
調査項目6 た し算とひき第の頂算
(1)算数の学力
【表現 ･処理】 (⊃ (2位故)± (2位数),(3位救)- (2位故)の笥筒を-の位か
ら順に,練 り上が りや繰 り下がりに気をつけて計算できる.
【知識 ･理解】 〇十進位取 り記数法の理解を深めろことができるC
(2)問題
4 計貸 しましょうつ
(1) 27 (2) 96 (3) 72 (4) 126
+35 +37 -28 - 32
(3)児髄の実態
間 調査年度 期待する厄応 主なつ.-Eずき
4 (1) 1998 62. .97% 52
2006 62. .94% 52...3%
(2) 1998 133..97% 123
2006 133..85% 123. .3%
(3) 1998 44...87% loo,56
2006 J4...79% 56...10%






した問題で,(2位数)+(2位数)に関 しては,繰 り上が りが
1回ある割符は 3ポイン ト,練 り上が りが 2回ある計算について
は 12ポイン ト,(2位数)- (2位数)で繰 り下が りが 1山1あ
る計節は 8ポイン ト下回っていたD (3位数)- (2位数)で繰
りFがりが 1回ある計算については 1ポイン トヒ回っていた｡
つまずきの原因とLては, 1位数同士のた し算,ひき算でU)汁















問 題 調査年度 期待する反応
4 (5) 1998 28 ...92%
2006 28 ...93%
(6) 1998 63 , .95%
2006 63 ...96%






問魅では, 7×4については 1ポイン ト 9×7については 1ポ
イン ト 8×6については5ポイン ト前Ldを 上回ってお り,結果
はどれも期待どお りであるC
かけ第九九のEl'でも児屯のI'-1｣適いやすい 7×4, 9×7, 8×















問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
5 (ア) 1998 850...81% 805...12%
2006 850...89% 805... 5%
(イ) 1998 990...74% 999...12%
2006 990..,78% 999... 8%





数直線 ヒに表 した 1000前後の敬を,1目盛 りの大きさを考
えて読み取ることができるかとうかを調査 した問題で,｢850｣
をよむことについては8ポイン ト ｢990｣をよむことについ














【数学的な考,L方】 ○ 卜の位の数字か ら順に比べて,数の人中を判断す ることができる




関 越 調査年度 ltjJ持す ろ)よ応 i7_な/つまず き
6 (i) 1998 十o)位 ...68% 百0)位 . .loo/o
2006 十U)位 ...84O/.I, Ej-a)位 ...3%






1 000よでの数の大小比敵の 中で も,百の位 の数字 ′畑 rlじで
卜の位o)数字で比べなけi日でな らない陽斜こついて,十u)位に 打
出して人小を比較 していろか どうかについて調査 した間鰐で,十
の位に1㍍.'臼できていた児範は前LJを 16ポ イン ト土l叫-)ているO
また,正 しく大小比蛾できたのは前｢可と同 じ達成率であ-〉た
つまず きJ)原因 とLて, 良ll/)イi/_に着EJLた ものや無答が多 く.
単に敬t/)大小比悦ができ右ばよU)でほ/J-:く, どこの位o)牧Ij'をみ
てそ う判 断 Lr:.a)かを鋭明 させ るな どして,赦U)大小比較をす る
際には,上の位か らから順 に比べ ていけげ よい こ L･.rこ気づかせ ろ










問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
7 (1) 1998 50. .92% 5. . 3%2006 . 4






に嬉づく計算ができるかどうかを調査 したr晋l題で, 7 (1)は 2
ポイン ト 7 (2)は8ポイン ト前回を上回っており.結果は概
ねよいといえる0
,1虻答やケアレスミスもあり,計算棒やお金模型など頼馴乍を通
して, 1｢)を酎 正として基数同士の基礎的 なたし弟に直 したり,
位ことに計節すれ ば ,簡単に答えを求めることができることをと
らえさせるようにすることが大切であるOよた,その上で,楽し













8 こたえを T-1､す しきを かきま しょう○
(1)赤の リボンは 3mですo
青の リボンは 赤の 2ばいの長 さだそ うですo
市の リボンは なんmで しょうo
(2)ケーキのt-[こが 3けこあ りますc lは二にケーキは 2こずつ
(3)児童の実態
問 雌 調香4T.皮 期待す る反応 ナなつまずき
8 (1) 】998 3×2...43% 3+2...25%
2006 3×2...79% 3+2.,,18%






(1)では 36ポ イン ト 8 (2)では 19ポイン ト前同を 上回
っているが,達成率はどちらも不十分であると考える｡
つ 去ずき反応 として.8 (1)では. 3+2とたし許にするも
のが多く,r～U)何倍｣ とい うことばから,かけ算がイメージで
きてい/Llいことか ら,｢～の何倍｣の意味理解が不十分であると










【関心 ･意欲 ･態度】 ○答えが同 じになるかけ昇をすべて見つけようとするO
【数学的な考え方】 01つの数を他の敬の織とみることができる｡
(2)問題
9 こたえが つぎの 数になる かけ算の しきを ぜんぶかきま
しよう○
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
9 (1) 1998 完答 ...81%
2006 克答 ...80%



















調香境 目13 かけ算のき とり
(1)算数の学ノブ
【閑心 ･意欲 ･態度】 ○既習市項を活用 して,かけ算の答えを見つけようとするっ




FuFJ 箇 訓育年度 期待す る反応

















た問願で, 10 (1)け rifJlr｣を 11ポイン ト下回 った結果が得 ら
れ上o ]o (2)ではオーI/ン/1:問題を設定 して 7×5U)答*の
冊 し)jU)l析rI.Lを嗣査 Lr=が,前回と同様に交換は別型が一番多く
開放型,暴 ))｢卜型の順に多かった.J
10 (1)0)つまず きは,｢かける敬が 1ふえる｣ とい う記述
がなかった り,無答であったりするものがほとんどであ(た′ま
た, 】O (I)で 70)段のきj=hりが答えられた.児壷が 59%がい
たにもかかわらず, 10 (2)で (ア) 7×4-28 28に7



































問 題 調査年度 期待する反応



































問 題 調査年,皮 期待する反応
12 1998 3×5 (イ) 64%
5×3 (ア) 64%
4×2 (ウ) 91%








かけ算の式を見て,そa)式の意味を表 している図 と正 しく結ぶ
ことができているかどうかを調査 した問題で,前回と同様な傾向
を示す結果が得られたT.3×5と5×3の式をみて図を7Lしく結











【関心 ･意欲 ･態度】 ○絵を見て,かけ界の式になるような詣存つくろ･)とする｡
【知織 ･理解】 ○かけ舞の場面が分かる｡
(2)問題
13 絵を見て 3×4の しきになる おはなしを つくりま しょうo
瑚 癖 醜 融 iF
r
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応



















1 結果 (叫主対象児堂故 1525人)
1 口に あてはまる数を かきまLJ:う｡
■i









2 Jの 弘を fきまLJ=う｡
5m.07年 耳 ,0.:.rj 80000｣_ー_｣｣
3 大きい方J= O をつけまLsうJ


























k 忘 ㌃ ~ - _二
(3) 20こ りんごがあります一 1人に3こすつくばります.
何人にくばれて､なんこ あまるでしょう
L __二手二二二_コ
8 次の計事で まちがいに血 kぶ xを つけましょう｡ 完答41%
17-6=3あまり1 ( ) 24二5-4あまり4 ( )
34二8-4あまり2 ( ) 25丁3-7あまり4 ( )






































1%. 89%であったO前回同様高 く. (2位



























｢わ リ算の立式｣ (問題 7(l),(2).(3))
18ナ 3 (等分除), 24÷ 4 (何倍). 2
0÷ 3 (余りのある)わ リ算の文章問鴇を立式
する問題では,前回に比べそれぞれ. 16ポイ












1 (1) 7×4の答えは, 7×5の答え上り口小さい｡
(3)児竜の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき






















【数学的な考え方】 〇 十,冒,千.一万などの数を1単位 として考え,ある大き
さの数をそのいくつ分とみることができる｡
(2)問題
1 (2) 2400000は, 10000を□こ あつめた数ですO｡
(3)児虫の実態
問 題 調査年度 期待する反応 ｣三なつまずき










前回同様主なつまずき反応は 24で 15ポイン トも下がっている｡
まず,数の相対的な見方が十分身に付いていないと考える｡十や首を









切って考える｣操作的な満軌を取 り入れた りする工夫が必嬰 と考えるO
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調査頃 日3 数の構成 (10倍 と10でわ′-た数)
(]) 節数e.)学力
【知識 ･理姉】 ○ ある敏を 10倍 した り, 10でわった敬及びその表 し方につい
て稚解するO
(2)rlrl嘩
1 (3)① 500を, ]0倍 した敏は口です.
②500を,10でわった数は口です｡
(3)児竜の実健
問 題 調査年度 欄待するJ女応 上なつまずき
1 (3)(Tl 1998 5000...82%, 50000...2%
2006 5000...92% 50000...2%















今回の間胤 二L 3けたのノ臣丘か10 〝)敏を 10倍 した り, 10で割っ
た りしたが,1桁や 2桁の敬字から汲い, 10倍 した散 ともとの数を
並べてかくなど速いに前目させて ｢準に指華する必要があるO
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調査項 目4 数の構成 (1万を何個と千を何個)
(I) 算数の学力
[知職 ･鼎解】 0 1万や千を単位にして敬の構成をとらえることができる｡
1 (4) 35000は,-方を□こ,と千を□ニあわせた数ですoO
(3)児童の実態
聞 越 調査年度 期待ナる反応 主なつまずき




















(知識 ･理解】 ○ ある敏を100倍 した数及びその表 し方について理解するL
(3)児童の実態


















調査項 目6 数の大きさ (数直線)
(I) 算数の学力
【数学的な考え方】 ○ 数直線を見て, 1日盛 りの大きさを考えることができる｡
【知稚 ･理解】 ○ 数直線を見て,手際よく数の大きさを読むことができる｡
(2)問題
(3)児童の実態
問 題 網査年度 期待する反応 主なつまずき
2 アイ 1998 55000...84% 50500...3%
2006 55000...86% 5500...5%
77 2 7 7












であった. これは,桁数が把握できていなかったり, 1日盛 りを 10
0ととらえてしまった りしていると考えられる｡









【滋現 ･処理】 0 1万以上の故の大小比較が できる｡
3 大 きいjjlに 〇 ,i.つけ .EL L;).
･1,□ 9582 10 7050□
･2,□27598 27641□
(3)児乾の実態
悶 煙 調査隼度 期待十 ろ一i応 T.皮/)よすき
3 (1) 2006 1()7050...99% 95828...l%






新設の 1ノコー以 Lvl放くノ)大小比較 であ る｡ この間雌で代.桁故や桁の
教 をLて大 きな牧(/)大′ト比dl'･掃 くで き るか ど :)か調 p-tした,遠戚やけ
(1)が 99%,(2)が 91% JL･卜')浦 FTi=で きろ放縦であ-つ'/'"
-)まず きU,r弓刷 としては,桁赦o)読7州lL,違 いか比 べろ桁U)証jJ･r,lH違
いではないか と考え;3
1t,ヾ 7J畔にそ ろえてか くことや,比べ i)桁に 二をつけろな ど桁L/)敬
を f二しく読 み似 ろ柁経や,大小の稚巾を説明 さiLるな ど,小 さい牧か
ら系統的に大小 を比べ る精 薄 ノ)工夫が必要である と考えろ｡
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調香項 目8 何十 ･何百のかけ算
(l) 算数の学力
【表現 ･処理】 ○ (何十 ･何百Jyl位数の計算をすることができる_
4 次の計算をしましようO
(3)児童の実態
FHl 腐 郡査年度 Wl待する反応 主なつまずき
4 (1) 1998 100. .92%
2006 10(). .92% 4...3%


















【表現 ･処理】 ○ (何十 ･何百)÷1位数の計算をすることができる｡
(2)闇越
(3)児童の実態
聞 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
4 (2) 1998 30...80% 270...9%
2006 30...69% 270-10% 無答-9%





かどうか調査 した｡今回の達成率は (2) (4)は69%, 63%と






















1 3 5 =二 二 .
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応こ 主なつまずき
5 (1) 1998 20×5.. 12% 2×5,5×2...42%
(5×20) 27×5...4%


















【数学的な考え方】 ○ (2位数)× (1位数, 2位放)の計算の仕方を2位数を何
十といくつに分けて考えろことかできろ｡
5
(2) 12×3の計算を､ 12を工夫 して引算すると､
12×3- l 】 + l 2×3 【
(3) 25×180■一計許を､ 18を工夫して計算すると､
(3)LnL竜の実憶
問 題 調査年健 期待す るIR-I,古 ヒなつEずき
5 (2) 1998 lOX3 (30)...33% 36,,.33% 10- 10%
2006 LOX3 (30)...4 1% 36...16% 1×3.-L2°/o






っているかどうか調虐 Lた_今桝 u)達成率は (2)が41%, (3)
が 35%と前回よりt)そJ-Lぞ,it87J-1イン ト,6ホイン ト上が/)ている
が,満足できる政 情で日fLいO
辛'+Llつ 七丁き反応は.(2)では.1×3が 12%で lOX36/1･表




かるように視覚的に板 .lFを工夫 した りするなど,計算U)意味に振 り返
る指導が大切である｡
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調査項 目12 かけ等のrt筋 (2位数×],2位敬)
(() 詩数の学力
(表現 ･処理】 ○ (2位教)× (1. 2位敬)の笠石._が正 しく速くできるO
6 次の計許をi^ri筒で しょLよう○
(3)児丑の実態
問 榎 調糞年度 期待する反応 上なつまずき
6 (1_) 1998 81...89%
2()06 81...91% 不完全なアルゴリズム,九九･た し算の間違い 8%
(2) 1～)98 288...85%
2006 288...8tJo/o 不完全なアルゴリズム,jL九･た し筋の間違い 10%
(3) 1998 1440t..73% 225...3%






定着 しているかとうか調査 Lた,(1)は 2ホイン ト (2)は 4ポ







えろ習熟 ･緋習IJ.,lLWやその取 り組み方の工夫が必要であると考え ろ ｡
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調香項 目13 かけ算の筆算 (2.3位数×2位教)
(り 算数の学力





問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
6 (4) 2006 4992. .77% 不完全なアルゴリズム,九九･たし算o)間違い 20%





新設の (2, 3位数)× (2位数)の筆昇であるC この間髄では,
かけ算の笹節 (2. 3位数×2位数)の計算技能が定着 しているかど











調査項 目14 わ り第の計算の意味
(り 算数の学力
【数学的な考え方】 ○ 問題場面から敏丑の関係を兄いだ し,演界決定することがで
きる｡
【知識 ･理解】 ○ 文章問題を読んで立式 し,除法を用いる場面を理解できる｡
(2)問題
7 次の間題を読んで､答えを出す式を 省きましょうC
(1) あめが 18こあります｡ 3人に同 じ数ずつ裾 ヂます
1人分は､なんこでしょう｡
(2) 24mのローブは､4mのロープの何倍でしょう｡
(3) 20こ りんごがあります｡ 1人に 3こずつくばります｡
何人にくけれて､なんこ あまるでしょう1
(3)児壷の実憶
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
7 (1) 19982006 18÷3...84%76 18×3.,.19%







に表せるかどうか調査 したO今Ldの達成率は (1)が 76%,(2)




いと考える｡ (2)では.r何倍｣とい う言柴から安直にかけ節 とし
ているのではないかと考える｡ (3)では,｢何人にくばれてなんこ







【友現 ･処理】 ○ あまりのあ,:']~)り算u)確かめることがてきろ .
8 次U)計算で ~セナ)かいにせんぶ×を つHi三し上うD
17÷6-3か 妄り1 ( ) 24÷5-4あ上り4 ( )
34÷8-4あ より2 ( ) 25÷3-7あ たり4 ( )
(3)児前U)'k'態
間 麿 嗣奄牛度 期待する反応 しな′)よずき






新設u)あ EりJ川'/J,i)り節U)雁 かめる制鑑である‥ こJ)間1垣では,
わる故と/Ry)a)大き.さ(/Jr捌係が理解できているかビJ)か調査 した . 完
茶け4L0/Oで.h 一仁｡
25÷:3-7･･･iCJl窯 りu)故が除放t:りt)大きいこしこに気付い







調査項 目16 あまりのあるわ (/)算の答えの穐かめ
(1) 算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】 ○ 既習ヰ項を総合的に活用 し,進んで答えの確かめをしよう
とするo
【数学的な考え方】 ○ できるだけ簡腺な答えの確かW)方ができるし.
9 30÷4-7...2 の答えを た しかめますO




PE,rJ 題 調査年度 反応 (複数回答)

















調査項 目17 わ り算の問題づくり
(1) 算数の学力
【関心 ･意欲 ･傾度】 ○ わ り算の式になる問題を進んで作ろうとする.
【知撒 ･理解】 ○ 式からわり算の場面を想起 し,問題を作ることを通 して,
わ り算の用いられる場面の二印解を深めることができる,
(3)児童の実憶
問 題 調査年度 反応 (複数山谷)
10 1998 等分除の問題づくりを した児童 ...43%
2006 等分除の問煙づくりをした児童 ...56%
1998 包含除の関越づ くりを した児童 ...28%
2006 包 含除の問題づ くりをした児藍 ...23%
1998 何倍かを求めろ間膜づ くりをした児童 ...18%






前回よりも等分除のFl,LJ題づ くりを した児童は 13ポイン ト上が り,
包含除o)問)%づくりを した児竜は 5ポイン ト下が り,何倍かを求める





逆に無答が 11%もいるとい うことは,演罪を決定する力が低下 し
ているのではないかと考えろっ
調査頂 LII4同様,わ り第の意味の指導において吉袈だけの場面理

















二 二 二 二
'[ 三 コ 'E
(5) 84 こ 21 (6) 252 ⊥ 36
です】 ⊂ = 事 □









⊂ 互三 重 コ です･
大きい方の故を fきま
しょう｡大きさが同じときは ｢-｣と●きましょう｡
(1) 0 1 と 0 卜∃
･3) 1 と ‡ 巨∃












( ) 60÷2 ( ) 600ナ200
荒事




( )96÷32 ( )732丁32
完答
( )252÷36 28% ( )312-26
( ) 1653-37 ( )8833丁25
9 答えを求d)る式を, lつの式で表しましょう｡








( )240-5 完昔 ( )250こ6
460^
( )220-6 ( )240-7
11 仮分数は帯分数か亜政に 帯分hlま仮分Aになおしましょう｡
･1,普-冒 (2,÷-E] (3,1号 -E]
12 右のふんばうぐを 貫いました｡ 言えんぴつ ･･･72円 :
代金を求めるとき あなたは.ど :消しコ●ム ･ ･23円 :
ちらの舌十井方法を選びますか｡ :のり･ 182円 :


















/R 4'芋牢 Eてて,:hl.い として,【.J淫牧に
-)い こV)怯本的な也nり計算が碓 '^:にで き7J




:a)速成⊥il.'tH ｣■34,以 しーて (,)J7L .p-fi.













/I)り の 追 う分歓の大小を判断するこ しJ)
撞J'L:･4'-は 50%ときわ叫て爪 いO 分)Gの.i;
味 U)即鮒が不十分であるといえる
②計算に関 して
｢計節 の見棚 も り｣ (問題 8,問題 10)
商の梓Jl'欲 をR柏 t､るfjJJ越の達成キミにおい
て完答は 28tyo, よた,府の大 きさ,i･兄相
もら問,Ii白の 達成率にIiいて ,i答は 46% と
きわめて低かっナ一,/'1:'督指や_･蟹細 ぐr計1,1
の仕方,k考えた り,計TT._の経か'J)を Lた り
す るときに.計符の結果の見ilJH,りをJl-I.か
す J:･-)にす る -と｣が ｢指事計仰 U)作 促 し
各学年にわた/Jl内容u)敢扱 い )であげ らjL
ているが,この糸Ji某か らtt.指塙をtTlI呪す る
必蟹がある ことが T)な 7-け7JL)
｢計節のきま りの理解｣ (問題9(1),(2))
間払,1･dJUL,で 1‥LF)lLで表す ことについ
て /)撞J'k-すけ脚鞄9(1);-.っいては 6 3O/U,
間tEir(J (2)こ-)いてu 39%で:V'(L､+
とXJ批:㌻録で ( )が ド噂JLU.)!T_( )











16% ヒ晩か ′'た. 二J)結果を姓<)し,今











〇 倍や兆などのAql位を含む大きな教を,位取 りに注意 して数字で
｣E確に表記することができる｡






問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
1 (1) 199と; 50仙6000...68% 560000000...18%
2006 50()U60UO...61O/O 560000()00...25%













今回の正答率は (1) 61%,(2) 76%であった∩前回とU)比























0 鮭数が十進位取り記数法u)しくみに 上って表 されていること
が分かる｡
(3)児韓の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
2 (1) 1998 4億 ...62% 40000...13%万 .8
2006 4億 ...74% 40000 ...5%万 4




十進位取 り記数法で表されている整数U)lo情, 10分の 1の散を
考えることは,数の構成U)理解を深める上で大切なことでJ,)る.そこ
で,この問題では.十迎位収り記数法のしくみをもとに,倦,兆にか
かわる数の 10倍や 10分の 10)牧をつくれるかど')かを調査 Lたe
今回aj正答率は (1)(2)ともに 740/Oであった.前回′しの比鞭
では,(1)け 12ポイン トヒが り,(2)(-t27ポイン ト上がって
いる｡ (2)については,lm可の設l,JHは ｢5兆の 1/ 10の数は｣7,-1､
ったことから,児境が答えやすくなった と考えられる｡
4000万u)10侍に関する主なつまずき反応は.40000(5O/.),40000




閃事項を活用 して新 しい知頂を兄いだす精華が不 ｢分
そこで, 3年生までに学習 J た十進は･の考えをもとに,ある故を
10倍 した数は,位が 1つ とが り0が右輔に 1つ付くこと, 10でわ
った敏は,位が 1つ下がり0が 1つ減ることから,大きな敬でも同じ
ことが言えるrJ)ではないかI･糊推 し,きまりを兄いだしていく活動を
大切にしたいrJ上た, 1000万の 10僧は J億, 1000億,)10
倍は L兆という新 Lい単位を導入すろ際には,教え込みをするのでは
なく,4桁ごとに新 しい単位を取 り入れている十進位取 り記数法の し
くみから新 しい単位が必炎だ,新 しい酎位があるはずだとい う唐 織が
もててから知らせるなど児竜の意弧を大切にした指導にしたい0
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間 街 調査年度 周一待する反応 壬なつよずき
2 (3) 1998 10...85% 1...7%
2006 10...91% 1...4%
(4) 1998 7/ .1または2-も･90%










%であったh前出との比較では, (3)は 6ポイン トLが り, (4)








漕比挺Iを使って,r削 iEt小数 Jや ｢単位分数｣,｢単位小数の□つ分 F







【数学的な考え方】 〇十進位取 り記数法の しくみを手がか りに,上の位か ら大小を比
-ろことで,4けたの麿数〟)大小を判断す ることができる｡
(2)問題
2 □ U)rT=)に ,あてけ■去ろ敏をか き 圭L上う り
(5) 1, 7 , 6. :～,8, 4の 6ニ0)数 字の う ち ,4こ0/)数字を使-I)
て4け/二 U)数 をつくろうと思 い Eナ ナ
(i〕 傭 大きい放可 上 汁 O
(3)児-_TLG-_の実態
rlE,1趨 調査年度 期待する)女応 主なノノ上すき
2(5) 止 1998 8764 . .70% 876431. .8%. 4日88 2
2006 8764...73% 876431...loo/U2%888 1







ことを学び,1,･江を こえ,-:'放 J)大小を考えた り,十進l;/_取 り記数法の し
くみを 圭とEV)たりするこ とになってい7J そ こで,このHT),頓では,敬
を構成r倒こみ;5兄)J'ができているか ど;)か1'LHl解すろたV)に,放L7)人き
さを4けたに しは '/),敷u)^･小を 考えさせたっ
今阿の正答率は,巾については 73%,(2)rついては 7O%て,r,)つ





,)まず きJkLEは,6佃い故享 子てを小さい順に神べた 134678(8
%)であった｡｢4ニ0)数字を俺 って4桁の数 をつくる_ とい ･-)条件
がよみ とれていないとP,えられ る｡




い｡桁敬が同 じ場合は ｢位が大きい数か ら比-ていく!など大小の判
断の仕方を話 し合 う上うに したいO また,例えは 一人組をつ くり,
1-9〔/)故カ- ドを塵返 Lに由れてお き,そ こから 1枚ずつ交 FHこ牧









問 題 調査年度 湖西する反応 辛皮つまずき



































3 数が大きいのはどちらですかO [=コ に大きい方の数を 郎 ま
しようo大きさが同じときは ｢-｣と遷きよしよう.
(1) 0.1と0 [=コ (2) 0. 9と1 ⊂コ
※前回は ｢<か>か-を竃きましょう｡｣ とい う問いだった｡不等号は内布
から削除されたため,設間も ｢大きい方の数を郡きましょうu｣に変えた｡
(3)児竜の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
3 (1) 1998 >...95% <...4%
2006 0.1...90% 0-,5%,無答-.3%
(2) 1998 ･..96% > ...2%
2006 1. .92% 0.9...3%,9%日.2%
(3) 1998 - ...7L-i% >...20%,く 7%
2006 - ...87% 1...4%,7/7...6%
(4) 199とj > ...34% < . .63%










0. 1は0上り大きいこと, 1は0. 9より大きいことといった小
数についての大小比較は,前回に比べると,それぞれ 5ボイン L,4










分数の学Ja'は小数o)学習 と閑適づけて学習することが しやす くなっ
た｡ただ,小数や分数は大きさが実感 しにくい数であるので,数直線




【数学的な考え方】 ○ (2けた)× (2けた)の計第結果をもとに,末尾に0がつく
整数のかけ策や,小数のかけ算の答えを考えることができる,




･1)2500×170- 12 万× 1 7万-T l
(3)児帝の実態
間 腐 調査年度 期待する反応 主なつまずき
4 (1) 1998 425OO0...75% 42500. .7%. .3%
2006 425000...73% 42500...7%. 4%無答 .. 4%

















れを覚えさせる指帝では,忘れて しま うUむ しろ,｢10倍すると位
が 1つ上が りOが右に 1つつく｣ ｢100倍すると ･･･｣ などと丁
寧に過程と結果に托目させ,児竜がきまりを兄いだす指導を人切にし








t表現 ･LiLlli) 0( )を使 った式や四則混合(/)式o)計算がjf.しくできる
【加織･技能】 ○交換は･flL 分配法皿をもとに Lた計算U-)仕方が分かる｡
(2)間I出
5 口 にあてはよる数を かきま しょうo
※前回圧よ ｢16÷ (2+ 8)-□ fこいう摺lいだった ,
(3)児壷の実態
関 越 調 在年席 期待1■,～)反応 主なつまずき


















る指導にすることが大別だとP,･えろ 例えげ, 13+8+2托, i3
｣ (8+2) と ( )を使えはmr叫 こ計7.I,できる` モた, 9×25×
4は, 9× (25×4) とT_夫す ることができる_さL,に,｢12÷
(2⊥ 4)= 10｣などu)-art笛を取 り 卜げ,話 し合う小で,( )
の中を九に引Tj,'iすること,で卓,,1,し ( )がなり九は÷を光に計第











6 0÷ 2 ( ) 60 0÷ 2 0 0
60÷ 20 ( ) 6 00十 2
600 0÷ 2 0 00
※前回は選択する式のLFfに rO 6÷ 2｣もあったU内界が移行されたため
選択肢から消 した｡
(3)児塵の実態






































問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき





小数は整数 と同 じように 卜進位取 り記数法の しくみに基づいてい




































問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
7 (2) 1998 24...81%
2006 24 ...93% 無答 ...2%
(3) 1998 33...78%
2006 33...92% 無答 ...2%
(4) 1998 105...57% 15-.13%01 .2-.3%
2006 105...72% 15...10%無答 4%
(5) 1998 新設問題a)ためデ-タな し
2006 4...84% 無答 ...3%
(6) 1998 7...86% 無答 ...6%









できるかどうかを調査 した0 72÷3, 132÷4を繁算で正確に計
器できた児童は,それぞれ, 12ポイン ト 14ポイン トLがり,正
答率は 930/.,92%であった.計算の習熟が図られているようであ
るUまた, 315÷3についても, 15ポイン ト上がy),72%であ



















8 次の計算の うち,ぱっと見て答えが2けたになるわり算はどれで しょ
うO答えが2けたになると思 うも頼 こ,みんなOをつけましょうO
( ) 96÷32 ( ) 732÷32
( ) 252÷36 ( ) 312÷26
( ) 1653÷37 ( ) 8833÷25
10 次の計算の商で 240÷6U)商より大きいOT)はどれでしょうO
( ) 240÷5 ( ) 250÷6
(3)児童の実態
問 ,qB 調奄軍使 期待する反応 主なつまずき
8 1998 完答 ...22% 96-÷32...29%252÷36 .37%8833+25 2
2006 完答 ...28% 96÷32. .28%252÷:-i6. .31%8833+25 310/.





整数U)除法の封算をする場合に,商を見柑 LることIL 結果に対 し
て見通 しを立てた り,大きな誤 りを防いだ りするために大切なことで
あるO見紙もりは,亀虫で計算をナる際にも有効であるO
そこで,ニU)問越では.比和 もりによって商が2桁に/J:る式が分か
るか,除数や被除数J)大小関係から商の大小が見拙 情 しろかを調座 し
た｡
収算によって商が 2イ狛こ/ころ式が分か 一ノた児壷LJ,前r61より6ホイ
















9 答えを求める式を, 1つの式で表 しましょうo
(1) 1さつ 75円のノー トを4さっと, 1本 25円の鉛聾を4本買いま
したか代金は,全部で何円でしょうo
(2) 1個 20円のたまごを8個買って,200円出したときのおつ りは
※前回の問題では,｢( )を放って｣という条件をつけていたく
(3)児童の実態
問 題 調査年度 NT待する反応 主なつまずき
9 (1) 1998 (75十25)×4･..30% (75×4)+(25×4)･21%5×4十 25×4i.134× (75十 25･ .
2006 (75+25)×475X4+25×4 (75×4)+(25×4)･17%
I.63% 3つの式 ..2%無答 6
(2) 199円 新設間脳のためデータな し
































周 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
tt (1) 1998 22 - . .86%5
2006 22 - ...84%5 無答 ..6%
(2) 1998 3 ..86%
2006 3 ...84% 無答 .5%

























2 12 ｢1は 1/ 5が 5こ集まった数｣であることの




【関心 ･意欲 ･態度】 ○袋算や工夫 した計算で買い物の計罪を進んでしようとするO
(2)問題
(3)児童の実態
問 題 調度年度 児丑の反応 主なつまずき



























(誤答0 2 ･ 4%)
(5)3÷7 の商は
上下 ｣ ですo



















式 899も(誤答 35÷1 2 ･- 4Iも *苔 5%)
3 答えが 4.5をこえる式に.みんな0をつけましょう｡
( )4,5×1.5 ( ) 4.5÷1.5
完筈 51%
( )4･5×0･1 ( ) 4･5÷01 かけ 暮のみ完答
( )4.5二0.9 ( ) 45×09
4 計暮しましょう｡
1 3
(1) - + - -
5 5









(1) 2.8 X 34 (2) 4 2 X 3.7
84%
誤答
9 52 ･･ 5%
計暮ミス -･ 9%






このことを使って.0.76 x 4 3 の答えを出そうと思いま
す｡答えに0をつけましょう｡
(8% ) 0.3268 (63%) 3.268
(20%)32.68 (6% ) 326.8
7 912÷24-38 です｡





(l) 37621 + 5270 4 (iEf 70%)
答えの見当をつける式
主な正答 ,1000O+500OO･･40% 38OO+53000 -23%
その他の正答 79も *答 159も
(2) 71025 - 29746 (iEt 73%)
菩えの見当をつける式
主な正答 71)moo-JOOOO･-45% 710fIO-30000 23%
その他の正答 5% *答 15%
9 分散は小払に.小牧は分散になおしましよう
･1, 言 -[耳∃ (2)0.73-
FI苔 2 5or5 2 18%






















































































































問 題 調蚕年度 期待する反応 主なつまずき
















小数と粒数U)しくみを比 敵する活動を授業に取 り入れて欲 しいO例
えば,217と2.17で ｢217-100×2+10×1+ 1ー×7｣
とい :)鮭教o)しくみ と ｢2.17-1×2十0.1×1十0 01×｣
7とい う小数の しくみを比扱1る統制であるO整数と小数の しくみを
比較する狛fT)Jを通 して,中敷 と)整数とriTJじように十逝位限 り記数法に
よって表されていることに気-うかせることが大切である｡
更た,十進位取 り長を使って,座敷や小数J)数構成を視龍的にとら





【数学的な考え方】 ○小数は十進位取 り記教法に上って表されていることから, 10
倍や1/10の小数を考えることができる｡







rLH 王迫 調査年度 期待する反応 主なつまずき
1 (2) 1998 23.5...88% 235. .7%
2006 23.5...91% 235...6%









つまずきの原因としては,3.5を 10倍 したり,1/10にした りす
る手旨頚にばかり重点を隈き,0.35と3. 5の関係をとらえさせる
ような小数相互u)関係U)指導が不十分であると考えられる.

















問 題 調査年吐 期待うる反応 主なつまず き
1 (4) 1998 呂: Z 喜. 〕 87(,o
2006 0.02 ..76% 0.2...4%






｢小欲は,単位小数がいく･1か棋 王つた もの｣ とい う｢中敷 U)相対的
な見方Jが身についているか どうかを調査 した山
(4)LJl.ll佃Ⅰの調査では第417:牢で 長施 した関越で,6)るorlT洞 と同
機に ｢0,020｣ も)jl三答と1ると,達成率は 85%であった.)前岬
調査 した4年生でL/)達成準が,87%であ/)たので,学年が 1つ とがっ
た 5年生では.糊'lT日直を900/Oに設定 していたので,達成率が85%
とい うU)は期待 していた値を 円司るものであったO
つまずきの塀､rTLは してH,小数が単位小数 (0. 1)のい くつ分で
あるとい う ｢相対的な見方｣の理解が不十分で.-6'ると考えt._ノれ る｡
｢1｣｢0, 1｣｢0,Ol｣の相7f.閥係を数値線 を用いて,阻党
的に裡解 させ る繕動を行 うことが大切である.そ0)上で,｢0.0]
が 10二で 0,1｣べ)｢0.1が 10二で l｣という小数の Lくみ と,
｢1′ノ1､10二で 10｣｢10が 10こて 100｣ とい :)整数の しくみ
とを比梗する活動を取 り入れて欲 しいoその精勤を打 :)中で,小数も
盤数 と同 じ上:)に ｢単位と在る数が 10二集まると位が変i)る｣.しい
うことに気つかせ/uことが大切でcL)ろO















(5) 3÷7の商は ~石~ ですo
(3)児童の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
1 (5) 1998 3- ...34%7 呂有 だど 〕32%

























【数学的な考え方】 ○文章越か ら′ト数の乗法を演算決定す ることができる.
【表現 ･処邦 】 (⊃文章魅U)具体的な故硯に着 UL,乗法a)式で表す ことができるO
(2)問題
2 次の問題を読んで,答えを求める式を1.竺きよしょう｡






問 越 調度年度~ 期待する反Jiこ i二なつ £ずき
2 (2) 1998 I-)OOX2.8 ...86%
2006 500×2.8 ...83% 500÷2.8 .. 8%








ン ト, (4)は4ポイン ト娘少し,演算決定する力が低下 しているo
つ 圭ず きの怜関としては.｢小牧の乗法L/)意味雌解が不十J7)｣とい
うことと 1間魅場面のイメージ化が 不十分｣a)2点が 考え.I,れ 7J ,





けることで,乗は･の正 味を拡張 していくなどの授業改善が望 よれるO
















問 調査年度 噸待する反応 主なつまずき
2 (1.) 1998 22.1÷5.6 ...95%
2006 22.4÷5.6 ...95%


















調溌項 目7 小数の計算の結巣の,LjtJ槌 もり
(1)詩教の学力
【数学的な考え方】 ○乗数や除数が 1のときを基準に して,計算結果を考えることが
できる｡




( )4.5×1.5 ( )4.5÷1,5
( )4.5×0.i ( )4.5÷0.1
( )4,5÷0.9 ( )4.5×0.9
(3)児竜の実態
rT.l越 調査年度 児 童 の 反 応
3 1998 完 零 .52%
:……芸〕













考えろ児壷が多かった､つ よすきu)原因としては, 1を貼華 とLrー計











【表現 ･処理】 ○同分母分数の)叩法 ･滅法の計算が手際よくができる｡
(2)問題
(3)児童の実態
問越 調査年度 期待する反応 主なつまずき
4 (1) 2006 4- -.99%5
★(2) 2006 2- -.73% 6-または 2 -- 80/03




























5 次 u)計節を筆罪で しましよう:
(3)児竜の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主な17まずき
5 (1) 1998 95.2 ...57% 952 .. .16%
2006 95.2 ..84% 9. 52 . 5%計岸 ミス . 9
(2) 1998 15ー54 ...80%









約 30ポイン トも増えてお り,満足できる数値である｡ (2)につい



















(3) 96. 2÷37 (4) 18. 2÷2.8
(3)児恵の実態
問 題 調査年度 期待する反応 主なつまずき
5 (3) 2006 2,6. ..74% 26 ...,.15%無答 . 6




































このこ.p1,を使 .つて, 0. 76×4,3の答えを出そ うと思いますo
答えにUをつけましょう_.
( ) 0. 3268 ( ) 3. 268
(3)児碇の実態






学習指導零細())改訂 により 1/100の位lj)計算は削除 され ることに
なったが,こu)問題 6は計冨Lで答えを求めるのではなく.r乗法のき
ナたりを桔用 して答えを求d)ろJという問題なので,前回と同 じ問題で




合計 2つ小数点を移動 させて 32.68と考えた児童が 20% もいた｡





きる｣ とい うことに乱ねを置いた指蛍を弔祝 して欲 しい｡小数は整数
と同 じ十甚位取 り記数法で表現 されているか ら,雨蛙o)計算は,刺 -TL,
すなわち小数点の位冊に着口して,小数点を移動 し,整数に挫き換え













( )38 ( ) 3.8
( ) 0, 38 ( )0.038
(3)児竜の実態
問題 調査年度 淵待する反応 主なつまずき

































問題 鋼査年度 期待する反応 主なつまずき
8 (1) 2006 40000+50000..38 3その他 .... 無答 .- 15%
※期待する反応U)｢その他｣は上 2桁までの概数に直 した式に しているもの













数にして計界 した方がよいということを許 し合 う情.助が人卯である｡
そ して,概数を用いて計算すると,計算が簡軒で,大きな間違いを防






【数学的な考え方】○分数や小数の意味を活用 して,分数を小数 として見た り,小数を
分数 として見た Vlすることができる｡





(1) - - 口 (2)0.73 - □
(3)児童の実態
間 鮎 調査年度 期待する反応 つまずき反rLに
9 (1_).1998 0. 4 ...63% 無答 .... 8%
2006 0. 4 . .62% 2.5 or 5.2..18%無答 .. 6%
(2) 2006 7.3 3 7･71% - or- . .13%










児壷が多かった｡ また.とう表 してよいか分か らず撫答に している児
童が (2)は 10%もいたOつまず きの原因として,｢分数や小数の
意味理解が不十分であること｣,つまり,分数や小数の意味からかけ










【関心 ･意欲 .膿度】〇 日的に応 じた概欝や工夫 した計算で買い物の割節を進んでしよ
うとするo
(2)問題
10 次の4つの商品を一班お うと思い ヱす｡
1000円で買えるかどうか考えるとき,…ノー ト- ･126円
あなたは,どちらの方法を選びますか._, ≡色鉛筆 ･ ･382円









関越 調東年度 児番 (f)反応
















1つぎの [コ にあてはまる鼓をtきれ よう.
= 与 脚 は 回 分です･
･2中 国 -一 一L姓 .･'"･
･3, 岩 紺 - ると [司 です･
･4, 4と8のA,卜公倍n･l匝互ですI Lb-bl･
･5, 24と36のA大公約- 回 です･ b ･15yd
(6) i と そ をiA分すると
2次の間JZを玩んで.答えを求める式をfきましょう.
(.) 1mの暮さが i k･の帥 ′り プがあ｡ま+･
この蛙のパイプ3mの暮さは.何kfでし上う.
1･呈一･･l叫












約 件tはLひろし弘の件tの与 批 そ うです･
串の体壬は何keでしょう.




















(2)7 567 0 98
. 見当をつける式
t･tl -･37･/･
1.blr ･rl･; や.苓 11小
6 苦えが3よLJ大書い式に みんTLOをつけまし上う.
( )3×i ()3X.与
( )3÷ i 覗 -451･/｡ ( )3÷,i
( )3- ii ( )3×古
7 2÷6×3のrtXをするとき､どちらの仕方で計拝しますか.
自分のする什■方法にOをつけましょう.





























































( ) 3× 言 ( )3× l言
3
( )3+ = ( )3+A
J
1 1
















































1 つぎのロにあてlt去る数を.liき よし⊥ う｡
(2) 旦 ×ロ - I
7
(3) 児ITru)Jk応
問&- 矧綿する反応 iIなつまず き反応
1 (2) 1998年 ≡ ,85% ≡ 3%








1す｡｣ t･い -)過敏/I),掛喉を理解 しているか とうかを調査 Lた
前山 と化べ,Ilれ (ン ト達成率/).低 ｢してい ろ,1た,柴谷U)誌JIL
合 t,増hl]Lたr
も/I:′,吏ザe:反応は … (,川,) とい うho,で直った)た Lて 1
になる敏だと考え7-と.EL,り九 ろ,■整数 とい うそ一U)をただ iiに'/)付 と
分子を入れかえた 汝だ と形式的に LL')え.逆数の意味の理解 までに
LLl, 卜分に至っていないので川 と･F,-えらjLる｡
逆数を考カろ際に,逆汝もI)意味について 1,T叶りこITiり扱 う必要が
あろと卑:,I る_.それ とと寸Jに,逆故 O)よさに気 づくよ ,)に T7Jこと
が人切であろとそえ?)_そのためにLl, L堅汝をT.L･用 L, njに知識 と




【束現 ･処理】 O分母の収 も小さい分数をつ くることができるO
【知識 ･理解】 O約分の者nイモがわかる
(2) 関越
(3) 芸 を約分す,Lと口です J
(3) 児並の反応
f制堰 期待ナる反応 主なつまずき反応








とい う特徴がある,したがって分数はある つの大 きさU)たし)了が
姓通 りも,あることに′亡るu)で.分母の 毛､,Jと盲,小 さい分数で女 Lで
お くV)が好適である (二の柁作を約分とい -)L)分母のも/)とt}小
さい/,)教化.分冊 と分子J)Jk大公約枚でそ.hそれをわ.,た り.公約
故で次々とかった りすることに.tって愉単に-)くろことができる
そこで,こu)間借 で.'t./,)母 ヒ分+の公約 牧がいくつ L,ある分歓を
約分 させることにより,約分に対すろ理解曙を朋-& L /I_
前回 と比･-､.12ポイン ト退成率があがっている
i





約分のfJ:JテU)倍額 とともに,今後 も大yJにす る必背があ7Jと考え
.L1､.-
--1 9 3 I






(4) 4と8の最小公倍数は 口 ですO
(5) 24と36の故人公約数は ロ です.
(3) 児席の反応
冊題 期絹する反応 j=.′l:つ七ずき反応
1 (4) 1998年 8 . .74% 16 9%
2006年 8 . .74% 16 .13%




























【表現 .処理】 ○分取を同 じに した分数をつ くることができる山
【知識 ･理解l O約 分の意味がわか る｡
(2) 問題
(6) 言 と 三 を 通分す ると[亘亘亘 ]ですC3
(3) 児穂の反応
問題 期待す る反応 主なつ まず き反応
1 (6) 1998年 実施J7'l題 な し







分母のちが う分数の大小比較やた し第やひ き寮をす るには,分母
の同 じ分散にす るとい う通分が必要になる(後々の分数u)加減計界
の学習の盛礎基本であるっそ こで.前回は実施 しなかったが,今回
の調査 では,通分に対す る理解度 を調査 したO
前回は実施問題がないため比較はできないが,達成率は87%で
あったl
主なつ まずき反応は,分粒を同 じにす ることができていない児童
が 8%,無答 も 5%いた.通分の意 味理解 が不十分 な児丑 もい う J
達成率はおおむね満足 といえるものの,過分の意味和解 について
の指導 を今まで通り進めるとともに.個別に指導 も行い完全習得 を










(i)lm 〟.)収さ 言 k la)鉄いハイプがLt･'り圭十. 二の鉄U)
パイプ 3m (J)Lriさけ,何 kgでしょうL,
3
(4)か/くにペンキを山 ｡f十 , 1 咋 榊 あ [=り i m -の/､
･をL,.]l/Jことができるで し･-)
(5)ひ/つL-さんu)持出は 40kLiですl弟U)体Ir.JIl,ひろしさ
んの怖娼L't,三 倍だそ :'で十 弟0,1,-本止 Lr何 Lくgで L
l-)
(3) IPL奄 lJ')rk応
HH越 脚昏す るJ-L応 主なつうずき反応
2 】(L) 1998年 旦ゝ 1 ..83% 3言 . .13%.J
200(う年 2-×3 . ,80ワ/(.) 23人7 .12%)
(4) 19～jEiiT-L 3.3 .5 l% 3 3 ..lE)%
1 〇 ･i53 3 .-11'一,;.5 ′!J 日(yo-I
20 0 6iTi 三.3 .5 lt/,.I. 3p3 .15%
LIB 4 E■3 3511 .l 2%.4 5















国や 吉熊の式を効果的に糾用 して, 辛)一_1.=す ろLLV)何倍かとい う状
況が,少 Lて い巴推 しJ･(-'す くfLt/J仁うな工)(･が必要でよ,)ると考;-Lら
れ る それ とji;iこ,放血が分故だと考えに くいのなら.分数を整数









2 つぎの聞唱を跳んで符を水Ly)/3式を逝 きま しょうo
I
(2)SJ mのひ もがあ り圭十 二のひもを 三mずつ
に切ると何木のひ もができろで し とうO
(3)赤の リボンU)良さは tjrlあ りますC これは,市の リ
2




2 (2) 1998年 l l l l5-ニー ,,92%l.4 57号 3%
2006年 I5-÷⊥ - 74%4 4 その他 ..⊥9%
(3) 1998年 r)6÷号 - 58% 26x言 - 33%
















えているt,U)が 321/.いた｢基準虫 とそれに対す る割合が, どうf亡
つていて)U)かとい う把握が.不 卜/)であると考えt-Jれる1
わ り3'U)を味理解に今一度ふ り返 り,敏値に惑わ されることなく
立式できろようにT串に扱 う必要が5,'る｡
2つの ものを比べて,その間の関係をとらえ とうとす ると,敬iは
だけでは状況仕とらえにくいCそこで,線/71)凪やl咽係同等U)Lヌ】や言
薬の式を効先約に利用 して.両者の関係が,少 しでも把握 しやす く
なるよ う/i:工央Ii必聾であると考えらdしろ J それ と井に,故 ra･が分
数だと考えにくいのfLf_,,分敏を盤 枚になお して,腔歓U)場合と同










(1) 旦 ×4 は [≡ ] が (2×4) こ5 ワ
(3) 児竜o)反応
間潤 期待する止応 主なつまずき反応
3 (い 1998年 三 ..43% 喜 21%1 192006 I8 -67 5










伸ばすとい う両で大切なことであるOそこで, この掛軸では, ｢i托
位 とする/)敢｣が何で,そのいくつ分か とい う計算V)仕方が.でき
ているかどうかを嗣来 したG
前回と比べ, (1)で達成率が 24ポイン トあがった｡問LTiの解答
の形式 を[≡コと分攻が入 りやすい⊥うに したこともあがった菅田で
あろ う｡ (2)では達成率がはばおな じであった｡














(i) そ-チ -□ (2) 1‡-烹 -口
(3) 児寵の反rLtI
問題 期待する反応 主なつまずき反応
4 (い 1998年 蕊 - 71%
2006年 3Lj6 .87%






















調査項 目10 分故のかけ詐やわ り詩の計弟
(i) 諒敬の学力
【瀬現 ･処理】 0分徴のかけ罪J(Jわ り第の計鼓ができろ｡
(2) 関越
4 計第 L-.{しようo
(3) 三1.A -口7 (4) 三言3 3 -□
(3) lFl lTr_の反応
間雌 l 相7才､1i1-I)反応 主な-)よでき反応
4 (3) 199E3年 苧or2号 - 95%
2()06iF 争 r3号 .94%
(4) 1998年 島`地帆堪けこし～ ..8tityo2006年三 li ,5%I.-1
(5ー 1(J9tiq :. 2:ーO - 約 %.
20()6年 3 ..8 5Iシ()2l
(6) 199R干 7ち.Jri; .91{yt

















計諒のT-Ji維 f/)習掛 二一)いてH:繰 り返 しy!f一習をさせるなどの桁坤を今
まで過 り進めるととい 二,個別に指単 もrTい完や習得をめざしてい
く必l*があると考える｡
- 一oo-




5 次 V)計筋V)答えのLL当をつける式をかきま し′ヒうt1
(l)9.23× 4.12 (2)7.56÷ 0.98
※ 1998年実施は下記 Jー よ うに敬一LEが若干追 う
(1)9,98× 4.12 ('3)8.56÷ 0,98
(3) 児藷の反応
関越 岬持す る圧止こ 上なつ モ1:き).TJ芯
5 (I) 1998年 lOYJ ..64%L,L 5 無答 ..15%
2006串 cJY4 ..67%9.2Y-i.i.. 5 無答 ..18%
(2) 1998年 9÷1 ..54%8.6÷1 6 無芥 ..15%
2()06年 8÷1 ..37%7.fi+1 19 無答 ..21%









組 も,Lことは,計串結果V)比通 しが t,て. 圭た大きな誤 りをI防ぐこ




乗法除法 とt,無音の割 合が.前LE.は り若干増えて(i)18%, (ご)
21% となってい る_無答以外でft,暗筋では碓 しい と思われ 7J見
的も/"Cをかいていた もの もあった 1.
つ tできの掛附 としてけ 甜菜結盟の Li油 Lを立て る鐘験が不十
分であることや,糠等が多いことか ら ｢計筋V-)答えV)見当を,);Tる
式Jとい う青紫Ll)唐鴨の理解が不十分でJbることが fJ'えrJ九 /3｡
指導の様 々な喝面において,計許結果を見相 もる荷車を絹酎 tJに
取 り入れ る必要が.bる>考える
ー 101-








( ) 3×旦 ( ) 3X1旦
5 5




6 (I) 1998年 完答 .一.52% かけ算の 3問が完答･.61%わV)貨 閲･ 7
















で判断できるとい う見和 もy)の方汝が.理解でき こいないと考えら
れる_.1つ一つ,引許 して判断 していたものが,'ft答 していた畑東o)
中に も)少なくなかったことは,見梯 もりu)よさが児塩に櫨 じられて
いないことを物慮ってい/J L.
そこでfH軸U)際に代,兄柿もV)の方法を教え込むのではなく気/5
かせ ろ工夫が必嘗であると考えられるOそ うすることで計耕 しなく


















順にするという方法 と.逆数を利用 してわ り罪をかけ算になお して
かけ苦の7℃にまと〆'てすろとい う方法の 2つがあげrJれる｡ ともに
学習 していることであるので,この間題では,この 2つV)どちらで
処理する傾向にあるのかを調査 した.
前屈は左から順にする方法が 33%.かけ節の式にまとH,)てする
方法が 65%であったが,今回は傾向が入れかわり左から順にする
方法か 66%,かり幕の式にまとめてする方法が 33%であった｡
これは,学習柿導贋頓で分数の混合算が削除されたT=d),逆故を
使って分数の乗法で統一 して計辞する力が失われている状況を示し
ている｡
進んでいろ児正には,乗除の混合筒を放 り扱い,分散の乗法に統
- して計許できることに焦付かせたいものであるO
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